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１．はじめに 



















































室の開催状況は、開催数 22.6 ± 12.1 回 / 年、参加児数 16.7 ± 8.9 人、教室担当者一人当たりの参加児数 2.6












に、「治療 / ケア」を「教室」に変更し、8 項目あ
り、それぞれ 0（全くそうでない）～ 3（大変そう









































































　保健師調査は平成 20 年 8 月から 9 月、参加者調











満足」の 5 つから成る 23 項目の指標を作成した。
「サービス満足」の指標では Daniel Ｌ Larsen らが
開発し、日本語に翻訳されている CSQ － 8J を用
いた。立森らにより信頼性は Cronbach のα係数







は、年齢は 1歳以下が 12 人（10.3％）、2歳児が 62
人（53.0％）、3 歳児以上が 43 人（36.8％）であ
り、平均年齢は 2.4 ± 0.7 歳であった。性別は男児
が 83 人（70.9％）、女児が 34 人（29.1％）であっ
た。参加者は全て母親で、年齢は 30 歳代が 78 人
（73.6％）、20 歳代 15 人（14.2％）、40 歳以上が 13



















を削除し 12 項目を選択した。選択した 12 項目で因
子分析（主因子法、プロマックス回転）を行った（表
4）。因子負荷量が 0.40 未満であった 1 項目を削除
した 11 項目の固有値 1.0 以上の因子数は 3 因子で




























承認を得た（承認日：平成 20 年 7 月 7 日、番号：
1130）。
４．結果














5 市が 3 教室以上実施しており、最も多い市では 2
種類の教室を各6教室、計12教室実施していた。従っ
て 17 市町村であわせて 37 教室が開催されていた。
37 教室の開催状況を表 2に示す。1教室の年間開催
数は 12 回以下が 15 教室（40.5％）と最も多く、次
いで 25 回以上が 12 教室（32.4％）、13 ～ 24 回が
10 教室（27.0％）の順であり、平均開催数は 22.6
± 12.1 回であった。1 教室当たりの参加児数は、
16.7 ± 8.9 人、教室担当者数は 7.5 ± 3.5 人、教








37 教室全てにかかわっており、保育士が 36 教室
（97.3％）、心理職が 30 教室（81.1％）、作業療法士・






あった。参加児数では 11 ～ 21 人未満が 12.8 ± 2.4
点であったのに対し、21 人以上は 11.1 ± 3.1 点で
あり、11 ～ 21 人未満が有意に高かった（p<0.05）。
担当者一人当たりの参加児数では、3 人未満が 13.3






数では 12 回 / 年以下の群の得点が 7.3 ± 2.8 点で
あるのに対し、25 回 / 年以上群が 8.5 ± 2.1 点で
あり、25 回 / 年以上群が高かった（p<0.05）。担当






た。開催形態では独自開催群の得点が 5.1 ± 1.2 点
であるのに対し、共同開催群が 5.8 ± 0.5 点であり、
共同開催群の方が有意に高かった（p<0.01）。1 教
室当たりの年間開催数では、12 回 / 年以下群の得
点が 4.8 ± 1.4 点であるのに対し、25 回 / 年以上
群では 5.4 ± 0.9 点であり、25 回 / 年以上群が高
かった（p<0.05）。担当者一人あたりの参加児数で
は 3 人未満が 5.4 ± 0.9 点であるのに対し、3 人以





本研究の参加者得点は 18.6 ± 4.0 点であり、先行


























「サービス満足度」の合計得点（得点範囲 0 ～ 24 点）
では 18.6 ± 4.0 点であった。
　「教室担当者に関する満足度」の合計得点（得点
範囲 0 ～ 15 点）では、12.4 ± 2.6 点であった。各
項目の平均得点をみると、「丁寧で礼儀正しく親切
に接している」が 2.7 ± 0.5 点と他の項目と比べ高
い傾向にあった。
　「参加プロセスの満足度」の合計得点（得点範囲
0 ～ 12 点）では、8.1 ± 2.4 点であった。各項目の
平均得点をみると、「利用できるサービスについて
情報が得られる」は 1.8 ± 0.7 点、「同じ悩みを持
つほかの保護者の支えが得られる」は 1.8 ± 0.9 点
であり、他の 2 項目と比べ低い傾向にあった。
　「成果に関する満足度」の合計得点（得点範囲 0
～ 6 点）では、5.1 ± 1.2 点であった。各項目の平
均得点をみると、「子どもの楽しむ姿や成長がみら
れた」は 2.6 ± 0.6 点、「教室に参加することが楽








催数では、12 回 / 年以下の群の得点が 17.3 ± 3.4
点であるのに対し、25 回 / 年以上の群では 19.8 ±
3.4 点であり、25 回 / 年以上群の方が有意に高かっ
た（p<0.05）。参加児数では 11 人未満の群が 20.5
± 3.5 点であるのに対し、21 人以上の群では 17.3
± 4.6 点であり、11 人未満の群が有意に高かった
（p<0.05）。担当者一人当たりの参加児数では 3 人
未満群が 20.1 ± 3.6 点であるのに対し、3 人以上


































　フォロー教室の参加満足度は、開催頻度が 25 回 /
年以上の参加者の方が、12 回 / 年の参加者と比べ、
「サービス満足度」、「参加プロセスの満足度」、「成
果に関する満足度」が高く、教室担当者一人当たり
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表 1 市町村別開催状況 
 
表 2 教室の開催状況 
 
表 3 参加者の状況 
 

















       児の課題 ことばの遅れ 36 97.3
情緒・行動上の問題 37 100.0
精神発達の遅れ 33 89.2




















参加した動機 集団の場 98 83.8



















9 教室担当者は丁寧で礼儀正しく、親切に接している 0.905 -0.173 -0.100
10 教室担当者はあなたの要望・意思を尊重してくれる 0.768 -0.017 0.099
11 教室担当者は思いを受け止め相談にのってくれる 0.743 0.057 0.047
12 教室担当者は家族の健康状態に気づかい、相談にのってくれる 0.479 0.221 0.125
13 教室担当者はわかりやすい、具体的な方法を教えてくれる 0.568 0.337 -0.069
15 子どもとの遊び方や関わり方について情報が得られる 0.248 0.500 0.006
16 利用できるサービスについて情報が得られる 0.033 0.756 -0.189
17 子どもの成長発達についての情報が得られる -0.073 0.914 -0.062
18 同じ悩みを持つほかの保護者の支えが得られる -0.206 0.606 0.359
20 子どもの楽しむ姿や成長がみられた -0.049 -0.151 0.929
21 教室に参加することが楽しみになった 0.079 -0.027 0.807












































































ｎ＝17項目 ％ ｎ＝10 ％ ｎ＝7 ％
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表 5 参加満足度の平均得点 
 
















































n mean±SD ｐ n mean±SD p n mean±SD ｐ n mean±SD ｐ
2.1±1.5701ｓｎ5.2±0.8701sn7.2±4.21701sn１.4±5.81901自独態形催開
共同開催 8 20.8±3.0 8 13.0±1.9 8 9.1±1.8 8 5.8±0.5
1教室あたり年間開催数（回/年） 12以下 33 17.3±3.4 32 12.0±2.6 32 7.3±2.8 32 4.8±1.4
13～24以下 38 18.3±4.9 * 37 12.0±3.1 ns 37 8.1±2.3 * 37 5.2±1.1 *
25以上 46 19.8±3.4 46 13.1±2.1 46 8.5±2.1 46 5.4±0.9
9.0±5.5912.2±4.8912.2±9.21915.3±5.0291満未11）人（数児加参
11以上21未満 70 18.7±3.8 * 69 12.8±2.4 69 8.2±2.5 ｎｓ 69 5.1±1.1 ｎｓ
21以上 28 17.3±4.6 27 11.1±3.1 27 7.3±2.3 27 5.0±1.3
3.1±9.4836.2±7.7836.2±4.21839.3±8.7193満未6）人（数者当担
6～11未満 48 18.7±4.4 ｎｓ 47 12.0±2.9 ns 47 8.0±2.4 ｎｓ 47 5.2±1.2 ｎｓ
11以上 30 19.6±3.3 30 13.2±2.0 30 8.6±2.2 30 5.3±0.9
担当者一人に対する参加児数（人） 3未満 64 20.1±3.6 64 13.3±2.0 64 8.8±2.2 64 5.4±0.9
3以上 50 16.9±3.9 48 11.2±2.9 48 7.0±2.3 48 4.7±1.4
*：ｐ＜0.05　**：ｐ<0.01　***:p<0.001  ns：not significant
参加プロセスの満足度(n=115) 成果に関する満足度(n=115)教室担当者に関する満足度（n=115)サービス満足度（ｎ=117）
**********
**
＊
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